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室
究
研
り
く
づ
ち
ま
の
夫
和

回
9
第

   

　

本
年
１
月
に
原
町
区
内
４
病
院
と
有
志
議
員

で
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
も
含
め

て
、
最
近
の
市
内
医
療
の
課
題
な
ど
を
報
告
し

ま
す
。（
そ
の
１
は
27
年
11
月
の
活
動
報
告
④
）

　

福
島
県
の
病
院
医
師
数
は
、
震
災
後
65
人
減

少
し
た
も
の
の
、
28
年
度
に
は
２
千
134
人
と
震

災
前
よ
り
150
人
増
え
て
い
ま
す
。

　

相
双
地
方
の
医
師
数
は
、
新
た
に
初
期
研
修

医
制
度
な
ど
に
取
り
組
み
回
復
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
震
災
前
比
73
％
の
88
人
に
留
ま
っ
て
お

り
、
専
門
医
や
入
院
患
者
を
診
る
医
師
不
足
が

深
刻
な
診
療
科
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

各
病
院
間
や
病
床
の
種
類
ご
と
で
若
干
差
異

は
あ
り
ま
す
が
、
専
門
医
師
、
看
護
師
不
足
な

ど
に
よ
り
病
棟
が
再
開
出
来
ず
、
市
内
の
約

50
％
（
526
床
）
が
休
止
状
態
で
、
さ
ら
に
病
院

移
転
に
よ
り
病
床
再
開
率
は
41
％
で
す
。

①
産
科

　

市
立
総
合
病
院
と
西
潤
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
２
病
院（
常
勤
医
師
は
各
々
１
人
）で
、

４
百
人
／
年
ほ
ど
の
出
産
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

両
医
師
と
も
365
日
過
酷
な
勤
務
の
連
続
で
、

「
限
界
」
と
の
悲
痛
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

複
数
の
医
師
体
制
構
築
や
、
産
科
医
師
を
支

え
る
助
産
師
・
看
護
師
の
確
保
が
急
務
で
す
。

②
人
工
透
析

　

市
内
の
人
工
透
析
治
療
（
週
３
日
・
各
５
時

間
程
）
は
、
専
門
の
医
師
や
看
護
師
・
技
士
等

を
有
す
る
大
町
病
院
、
小
野
田
病
院
で
担
っ
て

い
ま
す
。

市
内
要
透
析
患
者
数
は
約
130
人
で
す
が
、
２
病

院
の
受
入
限
度
は
約
100
人
で
す
。
こ
の
た
め
、

多
く
の
患
者
が
相
馬
市
や
福
島
市
、
岩
沼
市
な

ど
市
外
へ
通
院
し
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
遠
方
通
院
自
体
が
大
変
な
負
担

で
す
が
、
冬
季
は
更
に
、
雪
・
凍
結
な
ど
大
き

な
不
安
を
抱
え
て
通
院
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
人
材
派
遣
・
連
携
に
よ
り
、
２
病
院

の
体
制
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
透
析

実
施
病
院
も
検
討
の
時
期
で
す
。

③
精
神
科

　

相
双
地
方
で
は
、
震
災
前
は
５
病
院
・
901
床

（
う
ち
市
内
は
２
病
院
・
358
床
）
で
精
神
科
入

院
治
療
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
広
野
町
の
高
野
病
院
（
53
床
）
及

び
本
市
の
雲
雀
ケ
丘
病
院
（
60
床
）
の
み
で
す
。

　

両
院
と
も
、
少
数
・
高
齢
の
医
師
で
当
直
す

る
困
難
さ
、
内
科
系
医
師
や
看
護
師
不
足
な
ど

に
よ
り
、
病
棟
の
維
持
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

原
発
事
故
で
県
内
外
へ
転
院
し
た
入
院
患
者

の
う
ち
320
人
が
現
在
も
入
院
中
で
す
が
、
病
床

不
足
で
相
双
地
方
に
は
帰
れ
な
い
状
況
で
す
。

④
小
児
科
・
泌
尿
器
科

　

専
門
医
が
不
足
し
て
い
る
た
め
市
内
に
は
入

院
で
き
る
病
院
が
な
く
、
相
馬
市
な
ど
の
病
院

で
入
院
治
療
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

27
年
度
の
１
人
当
た
り
医
療
費
（
国
保
）
は

37
．４
万
円
で
、
震
災
前
の
21
年
度
に
比
べ
て

10
．８
万
円
・
40
％
増
、
全
国
比
10
％
高
で
す
。

　

全
国
の
医
療
費
は
６
年
間
で
21
％
増
で
す
の

で
、
本
市
医
療
費
の
伸
び
は
異
常
と
も
い
え
ま

す
。

　

避
難
生
活
の
長
期
化
や
家
族
分
離
な
ど
に
よ

る
健
康
問
題
と
、
こ
の
医
療
費
の
伸
び
の
関
連

な
ど
を
し
っ
か
り
検
証
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

県
内
の
病
院
看
護
師
は
、
震
災
に
よ
り
若
干

減
少
し
ま
し
た
が
間
も
な
く
回
復
し
、
28
年
度

で
は
震
災
前
よ
り
177
人
増
え
て
い
ま
す
。

　

相
双
の
病
院
看
護
師
は
、
家
族
の
避
難
や
激

務
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
職
員
が
退
職
し
ま
し

た
。

　

県
外
か
ら
の
看
護
師
募
集
な
ど
も
力
を
尽
く

し
て
い
ま
す
が
、
双
葉
准
看
護
学
院
閉
鎖
の
影

響
が
大
き
く
、
減
少
傾
向
で
す
。
28
年
度
は
震

災
前
か
ら
477
人
減
の
711
人
で
す
。

　

ま
た
、
薬
剤
師
、
放
射
線
・
臨
床
検
査
技
師
、

臨
床
工
学
技
士
、
看
護
助
手
、
理
学
療
法
士
な

ど
医
療
全
て
の
職
種
が
現
在
も
不
足
状
況
で

す
。

（
例
え
ば
市
立
総
合
病
院
で
は
、
県
外
な
ど
震
災
後
採
用
は

71
人
で
、
全
体
の
143
人
の
50
％
が
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
で
す
）

・
病
棟
再
開
す
る
に
は
、
国
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

・
例
え
ば
、
市
立
総
合
病
院
の
入
院
病
棟
は
50
〜
60

床
単
位
で
す
が
、
入
院
治
療
・
当
直
に
対
応
す
る
専

門
医
師
の
ほ
か
、
約
30
人
／
病
棟
の
看
護
師
が
必
要

で
す
。

（
＝
30
人
集
ま
ら
な
け
れ
ば
病
棟
を
再
開
で
き
な
い
！
）

参
考:

な
ぜ
入
院
の
受
け
入
れ
が
増
え
な
い
か

 ①
県
の
医
療
人
材
は
回
復
、
相
双
は
低
迷

 ②
市
内
の
入
院
は
制
限
さ
れ
て
い
る

 ④
本
市
平
均
医
療
費
は
震
災
前
の
1.4
倍
に

 ⑤
新
た
に
提
案
し
ま
す
！

 ⑥
医
療
復
興
の
基
本
戦
略
は
こ
れ
！

 ③
産
科
・
人
工
透
析
・
精
神
科
等
が
特
に
大
変
！

１
医
療
人
材
を
確
保
す
る

２
救
急
医
療
・
専
門
医
療
環
境
を
整
備
す
る

３
生
活
習
慣
病
予
防
体
制
を
構
築
す
る　
　

〇
医
療
人
材
派
遣
・
連
携
事
業

　

県
は
、
広
野
町
の
高
野
病
院
の
院
長
死
亡
に

伴
う
医
師
不
在
に
対
応
す
る
た
め
、
医
師
確
保

や
財
政
の
公
的
支
援
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
専
門
医
や
ス
タ
ッ
フ
不
足
に
よ
り
、

産
科
や
小
児
科
に
続
い
て
人
工
透
析
体
制
や
精

神
科
な
ど
喫
緊
の
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

市
外
に
支
援
を
求
め
る
と
同
時
に
、
危
機
回

避
の
た
め
地
域
内
連
携
を
研
究
す
べ
き
で
す
。

市
主
導
で
医
師
会
や
病
院
に
呼
び
か
け
、
喫
緊

の
事
案
に
つ
い
て
、医
師
や
専
門
的
な
看
護
師
・

技
士
な
ど
を
相
互
に
派
遣
で
き
る
「
地
域
内
医

療
連
携
モ
デ
ル
」を
早
急
に
構
築
す
べ
き
で
す
。

医
療
復
興
に
向
け
効
果
的
な
対
策
が
必
要　

そ
の
②

73%

グラフ2:
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グラフ3:
医療費の推移（単位：円）
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南
相
馬
市
の
復
興
に
は
①
教
育
②
医
療
・
健

康
③
雇
用
の
３
本
の
施
策
の
柱
が
重
要
で
す
。

　

市
は
「
日
本
一
の
教
育
」
を
目
指
し
て
お
り
、

そ
の
成
果
を
毎
年
４
月
の
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
で
評
価
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
に
結
果
が
公
表
さ
れ
、
小
学
６
年
は
概

ね
全
国
平
均
並
み
で
し
た
が
、
中
学
３
年
は
４

科
目
全
て
で
全
国
平
均
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

語
学
研
修
や
視
野
拡
大
等
の
目
的
で
、
首
都

圏
私
立
中
学
校
258
校
中
82
校
（
32
％
）
は
、
既

に
修
学
旅
行
を
海
外
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
を
含
め
た
平
均
で
20
万
円
、
高
額
の
オ

セ
ア
ニ
ア
・
欧
米
は
26
万
円
で
す
。

　

本
市
の
小
中
学
生
は
３
千
354
人
で
す
の
で
、

年
間
1.5
億
円
ほ
ど
あ
れ
ば
、
引
率
経
費
も
含
め

て
、
中
学
３
年
を
全
員
・
市
費
海
外
修
学
旅
行

派
遣
が
可
能
で
す
。

　

復
興
基
金
138
億
円
を
単
な
る
赤
字
補
填
や
施

設
建
設
に
使
っ
て
し
ま
う
よ
り
「
全
国
か
ら
の

支
援
金
で
、
毎
年
中
学
３
年
全
員
を
海
外
修
学

旅
行
に
連
れ
て
ゆ
く
。そ
れ
を
楽
し
み
に
、し
っ

か
り
勉
強
し
て
」
と
の
使
途
の
ほ
う
が
、
夢
・

将
来
性
が
あ
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

答　

小
学
校
の
国
語
の
知
識
に
関
す
る
問
題
に

成
果
が
見
ら
れ
、
小
中
学
校
と
も
に
活
用
に
関

す
る
問
題
に
課
題
が
見
ら
れ
た
。

　

課
題
解
決
に
は
、
小
中
学
校
の
授
業
改
善
が

必
要
で
あ
り
、
従
来
の
知
識
注
入
型
の
授
業
で

な
く
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
を
重
視
す

る
新
し
い
授
業
ス
タ
イ
ル
を
推
し
進
め
る
。

答　

①
目
標
は
各
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

市
の
目
標
は
、
次
年
度
に
向
け
研
究
す
る
。

②
魅
力
的
な
取
り
組
み
は
、
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
招
へ
い
事
業
や
ICT
の
利
活
用
な
ど
取
り

組
ん
で
い
る
。
学
力
に
結
び
付
く
効
果
は
す
ぐ

に
は
表
れ
な
い
が
、
結
び
付
く
よ
う
な
取
り
組

み
を
今
後
と
も
進
め
る
。

答　

一
緒
く
た
に
海
外
旅
行
と
は
い
か
な
い
と

思
う
。
基
金
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
や
財
政
当

局
と
も
協
議
・
研
究
し
て
ゆ
く
。

一
般
質
問
を
終
え
て

　

多
く
の
市
民
は
、「
市
の
将
来
性
＝
教
育
」

と
捉
え
、教
育
に
希
望
と
夢
を
託
し
て
い
ま
す
。

市
は
「
日
本
一
」
を
目
指
す
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
言
葉
だ
け
が
上
滑
り
し
て
お
り
、
効
果
的

な
施
策
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
に
、
江
戸
時
代
か
ら
継
承
さ
れ

て
き
た
二
宮
仕
法
、
震
災
を
行
政
区
な
ど
地
域

の
力
で
乗
り
越
え
て
き
た
こ
と
、
本
来
の
自
然

の
豊
か
さ
な
ど
の
日
本
一
の
地
域
の
誇
り
も
教

え
る
と
と
も
に
、
学
力
・
経
験
日
本
一
に
向
け

て
３
年
生
全
員
の
外
国
修
学
旅
行
な
ど
魅
力
的

な
施
策
に
も
っ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
べ
き
で
す
。

本
市
の
教
育
の
柱
に
、

①
地
域
の
誇
り
を
教
え
る

②
被
災
地
の
逆
境
を
跳
ね
返
す
魅
力
的
な

　
教
育
施
策
に
取
組
む
　

な
ど
を
加
え
る
べ
き
で
す
。

12月議会から写真で見る主な活動（28年11月～29年1月）

(写真左)相馬地方広域議会は、南相馬市（5人）、相馬
市、新地町、飯舘村の合計12名の議員で構成されてい
ます。広域の消防事業や看護学校事業の議会です。
(写真右)2016年11月15日に、広域議会で長野県諏訪
地方広域消防本部救急指令室を視察した写真です。
　相馬地方の救急連絡体制も、視察先に勝るとも劣ら
ない先進体制ですので、安心してください。

小高ハッカソン
2017.1.14

　ハッカソンとは、一定期間集中的にプログラムの開発
やサービスの考案などを競う催し（の事だそうです）。
　第２回の今回は、1月13～15日の3日間、「小高に、
こどもが帰ってくる」をテーマに、8組40人がアイデア
を競い、「小高駅前のキッチンカーの活用」を題材にし
たチームが第1位となりました。市内の若者のチャレン
ジは、着実に・大きく進んでいます。

議会報告会　ご案内

　ＭＪＣは2009年6月に南相馬市と近隣の中学生、高
校生を対象にして結成されました。
　震災による避難で、十分な合同練習もできないので
・・と指揮者は謙遜していますが、南相馬市民にしっ
かりと希望の歌声が届いています。
これも、日本一の教育活動と思います。（さすが、同
級生！うれしい）

12
月
議
会
で
は
、
教
育
問
題
を
質
問
し
ま
し
た

12
月
議
会
の
一
般
質
問
か
ら

銘醸館でのＭＪＣアンサンブル定期コンサート
2016.12.18

相馬地方広域議会（議員12名）の活動報告

87

89

91

93

95

97

99

101

103

105 全国

福島県

南相馬市

算数Ｂ

算数Ａ

国語Ｂ

 国語Ａ

80

85

90

95

100

105 全国

福島県

南相馬市

数学Ｂ

数学Ａ

国語Ｂ

 国語Ａ

小学校  学力テスト結果中学校  学力テスト結果

←門馬

月　　   日（金） 18 時～ 2 17
高平生涯学習センター
（原町区下高平）

月　　   日（土） 10 時～ 2 18
市民情報交流センター 中会議室
（南相馬市立中央図書館隣）

月　　   日（土） 14 時 30分～ 2 18
西部コミュニティセンター
（鹿島区小池）

国
語
・
算
数
の
Ａ
や
Ｂ
と
は
？

Ａ
：
主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題

Ｂ
：
主
と
し
て
「
活
用
（
知
識
・
技
能
等
を
実
生
活
で

　
　

活
用
す
る
力
）」
に
関
す
る
問
題
で
す
。

問

学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
市
政
策
の

成
果
と
課
題
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
？

問

日
本
一
の
教
育
を
実
現
す
る
た
め
、
教
育
振

興
基
金
を
創
り
、
中
学
３
年
生
全
員
を
外
国

修
学
旅
行
に
派
遣
す
る
な
ど
検
討
し
て
は
？

問

市
は
教
育
日
本
一
を
目
指
し
て
い
る
が
、

① 

学
習
時
間
や
大
学
進
学
率
、
ス
ポ
ー
ツ

　

大
会
出
場
な
ど
具
体
的
目
標
が
必
要

② 

柱
と
な
る
魅
力
的
な
施
策
が
な
い

と
考
え
る
が
如
何
か
？

　

学
力
向
上
を
目
指
す
に
は
「
教
師
の
授
業
の

分
析
」
だ
け
で
な
く
「
市
の
全
体
的
な
教
育
の

方
向
性
や
方
策
の
検
証
」
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
市
教
育
委
員
会
と
し
て
の
簡
明
な
目

標
、
生
徒
の
勉
強
の
動
機
付
け
と
な
る
取
り
組

み
が
大
切
と
考
え
、
次
を
質
問
し
ま
し
た
。

門
馬
の
考
え

な
ぜ
「
中
学
生
の
海
外
修
学
旅
行
」
か

国語Ａ
国語Ｂ
算数Ａ
算数Ｂ

南相馬市
76.1
57.8
78.0
46.4

福島県
73.3
56.6
77.2
46.2

全国
72.9
57.8
77.6
47.2

国語Ａ
国語Ｂ
数学Ａ
数学Ｂ

南相馬市
72.6
61.7
56.6
37.8

福島県
75.6
65.0
59.0
41.2

全国
75.6
65.5
62.2
44.1


